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お も な 機 能 と 利 点  

機能 

• 業界をリードする高速で信頼性に 
優れた Java EE アプリケーション・

サーバー 

• オラクルのエンタープライズ・ 
グリッド・メッセージング 

• Oracle GridLink for RAC 

• Oracle WebCache 

• リアルタイム機能をもつ 
Oracle JRockit JVM  

• Oracle Fusion Middleware 
ActiveCache を使用した 
インメモリ・データ・グリッド  

• Oracle Fusion Middleware  
Real Operations Insight  

• Oracle JDeveloper お よ び Oracle 
Enterprise Pack for Eclipse ツール 

利点 

• 最高のパフォーマンスとスケール、お

よび効率化により、最新のアプリケー

ション開発およびランタイム標準に 
アクセス 

• 高可用性の組込みメッセージング・

バックボーンにより、包括的なシステ

ムレベルの通信が可能 

• アクティブ-アクティブの高可用性と

ロードバランシングが可能な 
アプリケーションの配置 

• リッチ・エンタープライズ・アプリ

ケーションをサポートする HTML お

よび XML の効率的な配信により、ネッ

トワーク・トラフィックが軽減 

• 一貫した円滑なアプリケーションを

実行するための高速で予測可能な 
パフォーマンス 

• 信頼性の高いスケールでアプリケー

ション・データに高速アクセス 

• JVM に至る強力なシステム監視および

診断による迅速なエラー検出と解決 

• 柔軟なツール・オプションによる 
高速で高品質のサービスと 
アプリケーション開発 

Oracle WebLogic Suite は、アプリケーション・グリッド・コン

ピューティングの基礎を形成する重要な Oracle Fusion 
Middleware 製品です。Oracle インフラストラクチャおよびアプ

リケーションに最良の Java 基盤を提供し、企業は競合他社を凌

ぎ、同時に運用コストを最小限に抑えることができるようにな

ります。企業が IT システムのスケールアウトを必要とする理由

が、増大する顧客需要に対応する目的であろうと、単に効率を

向上させるためであろうと、Oracle WebLogic Suite のコンポーネ

ントは、変化を続ける企業の状態に適応するように設計されて

います。 

状況 
変化は避けられるものではなく、企業のあらゆる側面に影響を与えます。あ

る分野での成長が、ほかの分野の縮小と同時に起こる場合もあります。こう

した変化により、オンラインでより多くの顧客に対応すること、より多くの

パートナーとやり取りできるように拡大すること、新しい内部の要件を満た

すこと、またはこの 3 つすべてを実行することが必要になる可能性がありま

す。企業が情報システムに要求するものは、日ごとに予測不可能になってい

きます。Java アプリケーションや Java サービスは、需要に合わせてスケール

アウトおよびスケールバックする必要があり、簡単に維持できなくてはいけ

ません。さらに、ただ使用できるだけではなく、高速で負荷の変化に対して

予想どおりに機能する必要もあります。Oracle WebLogic Suite は、業界最高の

アプリケーションに複数の強力な機能を独自に追加して、現代企業のニーズ

を満たします。 

最高のアプリケーション・サーバー 
Oracle WebLogic Server Enterprise Edition により、企業は共有サーバー・プー

ルでアプリケーションを統合する機能を得られ、高い効率と優れたパフォー

マンスを実現できます。非常に幅広いチップ・タイプおよびオペレーティン

グ・システムにわたり、業界のさまざまなベンチマークでパフォーマンスが

実証されたアプリケーションはほかにありません。クラスタ化されたインス

タンス上の高度な高可用性（HA）機能によって、アップタイムが確保されま

す。効果的なツールを簡単に使用することで、システムを稼働し続けること

ができ、問題や余計なコストも発生しません。アプリケーションとサービス

を Oracle WebLogic Server に結合することにより、IT は迅速に変化に反応し、

企業が競合他社を凌ぐためのサポートをおこないます。 

実行時における予測可能性の追加 
Oracle WebLogic Suiteの Java実行時環境は、世界最速の Java仮想マシン（JVM）

である Oracle JRockit です。Oracle JRockit は、最大限の効率化を目的とする

最新のマルチコア・チップのために調整および最適化されています。Java 言

語および実行時環境には多数の利点がありますが、Java の自動化されたメモ

リ管理機能が原因で、予測不可能な実行と待ち時間が発生することがありま

す。Oracle WebLogic Real Time（Oracle WebLogic Suite に含まれる）では、こ

れらの待ち時間は予測可能になり、一貫性をもつようになるので、コード実
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行が円滑になります。Oracle WebLogic Real Time は、Oracle JRockit Real Time

のバージョンの 1 つであり、Oracle WebLogic Server Enterprise Edition でのみ

使用が許諾されています。Oracle WebLogic Application Grid の一部として含ま

れている Oracle JRockit Real Time では、Java 以外のプラットフォーム、

Enterprise Edition（Java EE）アプリケーションで、待ち時間が飛躍的に短縮さ

れます。 

線形のスケーラビリティの有効化 
場合によって、アプリケーションはホストされているシステムの物理メモリ

に制約されます。Oracle Coherence Enterprise Edition は、複数のシステムにわ

たってメモリをプールし、共有するインメモリ・データ・グリッドを提供し

ます。単一の大規模な仮想メモリ空間を作成して、パフォーマンスと信頼性

を維持しながら、アプリケーションを直線的に拡張できるようにします。メ

モリにデータをキャッシュすると、データが必要とされているところに近づ

くので、アプリケーション・パフォーマンスが向上します。データ・グリッ

ド・レベルでのクラスタ化および HA により、アプリケーションは必要に応

じてスケールアウトするように開放されると同時に、データ損失が防止され

ます。Oracle Coherence Enterprise Edition では、データ以外に HTTP セッショ

ン・ステートもキャッシュできるため、ユーザーは以前のアクションを維持

しながらサイトを横断できます。  

全体の管理  
スケールアウト・インフラストラクチャを提供するだけでは十分ではなく、

効率よく管理できる必要があります。Oracle Enterprise Manager では、サービ

スとアプリケーションの一元化された監視および管理が可能です。本番アプ

リケーションの詳細な実行時分析により、パフォーマンスに影響を与えるこ

となく、問題は迅速に検出および解決されます。単一の管理コンソールから

複数の Oracle WebLogic Server ドメイン、Oracle JRockit JVM および Oracle 

Coherence ノードを管理します。また、構成を自動化および簡素化し、ポリシー

を設定し、実行中のアプリケーション、コンポーネントおよびサーバーの有

用な統計情報を受信します。 
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関 連 製 品  

Oracle WebLogic Suite は、アプリケー

ション・グリッドのための重要な基盤

を提供します。アプリケーション・イ

ンフラストラクチャ・レベルでのリ

ソースの共有、プーリング、および動

的な調整を活用した柔軟な IT アプ

ローチにより、効率が向上し、優れた

パフォーマンスとスケーラビリティが

得られます。ほかの Oracle Fusion 
Middleware 製品は一体化して、完全な

統合機能セットを形成し、さまざまな

ビジネス・シナリオに対応します。 

関連製品 

Oracle WebLogic Suite は、以下の製品

を使用して拡張できます。 

• Oracle Coherence Suite  

• Oracle SOA Suite  

• Oracle Business Process 
Management Suite   

• Oracle WebCenter Suite 

サポートされているプラットフォーム  
特定のスイート・コンポーネントの製品要件については、以下のサイトにある

ドキュメント・リストを参照してください。 

oracle.com/technology/documentation/index.html 

 

サポートされているプラットフォーム 

ソフトウェア  

オペレーティング・ 
システム 

• AIX  
• HP-UX 
• Linux 
• Solaris 
• Windows 

データベース 

• Oracle（およびOracle Real Application Clusters） 
• IBM DB2 
• Microsoft SQL Server 
• MySQL 
• Sybase 

Webサーバー 

• Apache 
• Microsoft IIS 
• Oracle HTTP Server 
• Sun Java System Web Server 

 

お問い合わせ 
Oracle WebLogic Suite の詳細は、oracle.com を参照するか、+1.800.ORACLE1 か

らオラクルの担当者にお問い合わせください。 
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